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日
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月
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一
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年
 
つ
一
 

へ
、
J
 

和
 

委
員
長
に
山
本
（
金
木
）
校
長
 

婦
人
学
級
の
運
曽
委
員
金
で
 

去
る
二
十
七
日
、
金
木
町
婦
人
学
級
の
 

開
講
式
が
行
わ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
 

待
さ
れ
て
い
る
が
、
同
学
級
の
合
理
的
 

な
巡
営
を
図
る
た
め
、
運
常
委
ぬ
会
を
 

組
織
し
た
。
 

運
営
養
会
は
、
同
学
級
の
企
風
委
一
 

と
、
取
業
別
に
三
グ
ル

1プ
に
わ
け
た
 

各
グ
ル

1プか
ら
選
任
さ
れ
た
代
謙
者
 

一
毛
を
も
つ
プ
組
織
さ
れ
、
組
細
会
で
 

は
巡
営
委
員
畏
に
金
一
 
学
校
長
山
本
 

（
鶴
雄
氏
、
副
委
皿
要
に
は
金
木
町
婦
人
 

会
長
安
田
百
合
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
 

さ
れ
た
。
 

腕
章
つ
け
て
校
外
巡
視
 

数
生
徒
児
童
生
活
指
導
連
盟
 

な
光
朋
と
自
信
を
与
え
る
も
の
と
信
じ
 

て
お
り
ま
す
。
 

子
供
の
教
青
盟
、
家
族
の
健
康
憂
 

家
庭
和
合
の
問
題
、
欧
庭
経
済
の
持
ち
 

方
な
ど
、
考
え
る
と
、
さ
ま
ぎ
ま
な
問
 

題
が
あ
る
の
で
、
た
と
え
二
年
か
か
ろ
 

料
理
の
研
究
 

⑧
体
を
楽
に
し
て
お
米
を
作
る
農
舞
経
 

た
ら
よ
い
か
 

⑥
悪
い
地
城
嚢
境
に
お
け
る
子
供
の
道
 

徳
教
青
に
つ
い
て
 

⑦
家
族
の
健
康
に
適
し
た
食
物
点
キ
間
 

どbな
い
で
田
来
る
栄
萎
価
の
高
い
 

『
●
1
1
'
J
m

か
 

腕
 

家
 

,
 

。
 
《
一
 
.
 
・
 
中
 
。
 
中
 
。
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（
一
 
。
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▽
設
鳳
し
た
中
 

町
行
政
の
蝋
 

祉
の
向
上
を
叫
 

旧
駐
狂
員
書
 

‘
つ
て
い
る
。
 

▽
各
町
内
の
白
 

釜
員
会
は
各
町
 

金
木
町
行
政
慨
 

よ
り
薦
さ
わ
 

い
る
。
 

▽
金
長
、
副
会
 

は
常
」
萎
の
買
 

会
長
、
副
会
具
 

1
1
君
）
は
常
任
 

員
の
互
選
に
よ
 

選
任
す
る
。
 

◇
会
長
鳴
海
 

長
大
橋
勇
五
 

親
勝
（
嘉
潮
 

良
市
）
 

委aの
総
数
は
・
 

こ
れ
は
ま
だ
自
」
 

い
だ
い
町
内
分
 

巾
区
野
「
・
え
目
 

金
米
地
区
三
・
 

こ
の
腎
少
年
掛
導
運
動
に
対
し
て
、
積
 

極
開
た
協
力
を
認
ん
で
い
る
。
 

O十
一
日
（
水
）
 
午
後
六

5九
時
 

主
婦
の
余
暇
の
利
用
と
子
供
の
問
題
 

O十
五
日
（
日
）
 
午
前
九

5十
二
時
 

子
供
の
身
体
の
発
逮
に
つ
い
て
 

Oニ
十
日
（
金
）
 
午
後
六

5九
時
 食

生
活
で
家
族
の
健
康
を
 

Oニ
十
四
日
（
火
）
 
午
後
一

5四
時
 手

早
く
て
栄
婆
価
の
高
輪
理
 

う
が
三
年
か
か
ろ
う
が
、
理
想
郷
建
股
 

の
夢
に
、
た
ち
あ
が
つ
て
い
た
だ
き
た
 

い
も
の
で
す
。
 

婦
人
学
級
の
 

勉
強
テ
ー
マ
（
十
ニ
邑
 

場
所
 
金
木
町
保
意

m
 O七

日
（
土
）
 
午
後
一

5四
昭
 主

婦
は
ど
れ
だ
け
働
い
て
い
る
か
 

一
一
 

一
 

》
 

三＝

’~~ 

’町

行

政の円

滑
な運

営
と、

町民の福祉向上

を

図るため 

あ
煮

政

協力委員

会が

組織されている

が、

この委員

会の 
 

、組

織

と任務に

つ
い
て

要約してみよう。 

 

行政

協

力委員会

の

仕事 

実
行
第
一
の
研
究
主
題
 

数
群
婦
人
会
員
の
念
願
叶
う
 

十
一
月
二
十
七
日
午
後
一
時
、
金
木
町
 
代
表
か
趣
出
し
て
、
企
画
委
員
会
と
合
 

保
育
所
に
お
い
て
交
部
省
委
嘱
の
金
木
 
同
し
て
婦
全
級
運
営
委
員
会
の
構
成
 

町
婦
人
学
級
開
講
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
メ
ン
バ

1と
な
つ
た
。
 

こ
の
日
は
社
会
教
青
委
員
、
部
落
の
婦
 
今
年
匿
の
学
習
目
標
は
謂
る
い
家
庭
 

人
会
長
も
田
席
し
、
盛
会
裡
に
式
は
す
 
で
子
供
か
定
し
く
青
て
ま
し
よ
う
』
の
 

す
め
ら
れ
た
。
 
一
て
マ
に
し
ぼ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
 

金
木
地
区
の
小
・
中
・
高
校
の
五
校
で
は
 

こ
の
ほ
ど
金
木
地
区
生
徒
児
童
牛
清
指
 

導
連
盟
（
委
ほ
長
 
山
本
金
小
校
尋
 

を
組
羅
し
、
生
徒
児
童
の
校
外
牛
清
を
 

積
極
的
に
指
導
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

当
町
に
は
今
ま
で
、
幸
い
胃
少
年
に
よ
 

る
不
良
行
為
と
し
て
大
き
い
問
題
は
な
 

か
つ
た
が
、
そ
れ
で
》
、
 
刈
す
 

支
障
の
な
い
限
り
校
外
を
巡
視
し
、
生
 

徒
児
童
の
幸
福
を
目
標
に
、
止
清
指
導
 

を
強
力
に
行
う
こ
と
タ
渓
足
し
た
。
 

な
お
、
同
連
盟
で
は
、
一
帯
民
に
も
 

講
式
は
町
長
、
教
脊
長
の
ち
、
 
ノ
 
か
ら
研
究
、
‘
学
習
す
る
こ
と
に
な
つ
た
 

究
 
【
写
員
リ
盛
況
だ
つ
た
婦
人
学
級
】
 

級」
素

，4』
し
た
研

究一T（
、
に
置
 ‘

一
 

？
い
 
一
難
 
護
夢

い無
麟
響
ふ
．
瞬
畑
‘
不
巾
鵬
ー

Jの
悪
 

畿しての
謝

辞があ
つ
て
、
一

・Fか
ォ
 

仁
日
か
摂
め
る
 

難
避
監
、
あ
る
い
は
蒙
庭
奮
の
持
山
し
 

'
 閉

じ
、
つ
づ
い
ー
み
＋
級
織
署
導
に
入
 

つ
た
。
 

学
級
牛
首
大
＋
名
を
、
職
葉
別
に
大
別
 

し
て
、
三
グ
ル

1プ
を
綱
成
し
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
グ
ル

1プが
自
主
的
に
】
名
の
 

e
 

 
“

虫に
過

こす時
問

を見
川
し
 

て
 山
本
戴
営
委
員
畏
の
話
什
脈
会
、
教
青
 

委
員
会
並
び
に
町
当
局
か
ら
、
力
強
い
 

援
助
と
励
ま
し
を
与
え
ら
れ
、
今
年
度
 

の
交
部
省
委
嘱
の
嫡
入
牛
級
と
し
て
、
 

警
歩
を
踏
み
川
し
た
こ
と
は
、
金
木
 

町
婦
人
会
誠
発
足
以
来
の
念
願
で
あ
り
 

難
寛
へ
の
い
争

b、
優
な
議
な
 

ミ
甘
・
‘
ら
一
三
…
「
．

Lニ
三
F一
・
．
・
三
ニ
一

g・
●
．

,
I
《
‘
一
 
．
三
三
」
一
・
 

話k
1
1

い
の
協
を
つ
く
る
 

の
ネ
供
の
し
つ
け
に
つ
い
て
 

⑤
子
供
の
牛
清
指
導
、
学
羽
耕
導
の
で
 

き
る
母
親
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
 

‘写 

 満 

 
一ニ 小 

 L
耳 
 
川 
 タ 

 ム 

 皿 
麟
 
ど
、

U
Q
ま
ま
で
は
脚
の
で
き
な
い
 
一
 

水
不
足
の
厭
 

給
水
場
字
 

」
織
 
状
態
に
あ
る
の
で
、
墨
生
徒
の
教
胃
 
語
 

麟
 
に
当
つ
て
い
象
校
で
は
、
こ
の
指
導
“

)
 柵

 
の
賢
任
霧
感
し
て
狙
織
し
た
も
の
で
」
」
“
 

連
盟
を
組
織
し
た
こ
れ
ら
五
校
の
先
生
 

 
m

一
 

会
は
で
あ
る
学
級
生
の
響
び
は
も
と
よ
 
一
 

り
、
金
木
町
の
社
会
牧
斉
史
上
に
大
き
 
鷺
 

＠
・
・
水
云
鳩
が
ー
カ
所
の
た
め
、
夏
に
は
午
前
十
時
 

⑧
…
 
町
費
と
寄
附
金
で
、
握
燃
井
戸
か
ら
水
か
（
引
い
 

同
校
の
水
香
如
は
、
今
ま
で
西
側
ー
カ
 
げ
実
行
委
畿
タ
 

所
よ
り
田
来
な
い
た
め
、
低
学
年
が
利
 
二
万
円
で
番
 

用
す
る
に
は
不
便
で
困
る
と
、
特
に
父
 
に
決
足
、
父
冗
 

兄
の
声
が
強
か
つ
た
の
で
、
去
る
九
月
 
ろ
、
予
算
額
に
 

十
八
日
、

P
T
A

総
会
で
こ
れ
を
取
上
 
工
、
こ
の
ほ
ど
 

方
は
隷
盟
腕
章
』
を
つ
け
、
郎
譲
に
 

1 舎I  

ダ

ム建

設予

定地略図 小
田
川
げ
の
測
量
当
一
 

明
年
度
に
は
設
計
完
了
 

博
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‘
認
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価
才 
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場 高 
堤 
 長 

 200
3f
e  

7J(
面積 

 70
町歩 
 

， 
 へ 
 

地
元
の
人
夫
を
使
用
し
、
晩
秋
の
寒
（
台
 

を
つ
い
て
の
測
鰍
を
開
始
し
た
。
 

こ
の
除
道
は
、
多
女
良
沢
ー
湯
の
沢
を
 

経
て
更
正
部
落
に
至
る
も
の
で
、
用
水
 

量
と
な
る
除
道
の
直
径
は
ー
フ

1ト
ル
 

延
長
千
メ

1ト
ル
の
見
込
み
で
あ
り
、
 

こ
の
用
水
路
は
更
生
部
落
か
ら
大
東
ケ
 

丘
一
脅
の
約
三
百
町
の
開
田
の
た
め
の
 

も
の
で
あ
る
。
 

花
田
町
長
の
話
・
農
林
省
で
囲
査
を
急
 

が
せ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
明
 

年
度
は
細
密
調
査
と
般
計
完
了
と
い
う
 

棄
地
区
の
ダ
ム
は
、
農
林
省
お
よ
び
 

県
の
闘
査
で
、
水
田
用
水
と
開
田
用
水
 

の
ダ
ム
と
し
て
、
小
田
川
ト
流
専
良
市
 

山
が
最
当
地
・
《
｝
太
鼓
判
を
お
さ
れ
、
明
 

三
士
」
年
度
に
は
股
計
か
莞
了
す
る
よ
 

こ
と
と
な
つ
て
い
る
。
 

こ
の
ダ
ム
は
、
計
回
で
は
約
五
偲
円
の
 

工
事
と
な
つ
て
お
り
、
完
成
す

hば
約
 

」
首
町
歩
を
開
田
す
る
と
と
も
に
、
用
 

水
の
足
ら
な
い
地
域
が
完
全
に
解
消
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

こ
れ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
山
 

崎
知
本
は
じ
め
、
三
浦
、
竹
内
、
楠
美
 

の
各
代
議
士
お
よ
び
、
三
和
前
代
臓
士
 

の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
の
 

皆
様
と
吐
に
売
放
す
る
日
の
一
日
も
早
 

か
ら
ん
こ
と
か
尽
臓
し
て
い
ま
す
。
 

一
（
四
鳴
海
＋
 

助
（
1
9
）
 
今
 
琳
 

1
2
）
伊
腰
イ
ソ
 

高
橋
芳
子
（

1
0
)
 

和
歌
子
（

1
0
)
"
 

田
」
遭
（
四
 

【
教
青
功
層
暑
 

含
殴
立
者
）
 

町
報
豪
 

金
団
コ
ン
み
 

昨
年
の
襲
一
回
ー
 

ン
ク
1ル
町
村
 

の
町
靭
『
金
木

“
 も

県
代
裂
と
し
一
 

繊
品
す
る
こ
と
」
・
 

広
報
紙
コ
ン
ク

1
 』

の
成
績
は
次

の
 ◇

昭
和
三
十
年
町
 

ル
町
村
の
部
廿
 

◇
昭
和
三
十
一
正
 

1ル
町
村
の
部
 

◇
第
二
回
全
薗
コ
 

よ
些
一
位
 

◇
昭
和
三
士
証
 

1ルI優
秀
 

歴
代
校
長
ら
を
表
彰
 

嘉
瀬
小
 
八
十
周
年
の
式
典
で
 

H
 
 
う
に
決
ま
つ
た
。
 

日
 
麗
林
省
で
は
こ
の
＋
月
下
旬
よ
り
、
明
 

？
 
年
実
施
予
定
の
用
水
路
と
な
る
除
道
（
 

月
 
ト
ン
ネ
ル
）
の
測
鰍
を
急
が
せ

P
s

た
 そ

の
た
史
「
月
五
日
劣
竺
力
月
の
 

予
定
で
、
県
耕
地
課
里
川
技
師
、
木
村
 

技
師
ほ
か
一
名
を
現
地
に
歪
、
毎
日
 

町
立
嘉
瀬
傘
校
で
は
、
去
る
二
十
二
 
係
者
追
悼
の
鰍
属
を
捧
げ
、
国
歌
譜
 
其
田
爾
一
郎
、
工
藤
保
次
郎
、
山
中
礼
一
 

日
、
午
前
ナ
時
吉
同
校
講
懲
お
い
 
後
、
悪
教
督
長
式
辞
、
花
田
町
長
貴
 
母
旗
亀
「
只
川
村
昇
一
、
鳴
海
由
太
郎
、
 

て
、
創
立
八
＋
塁
記
套
典
を
挙
行
 
畔
鴫
晦
鳴
賛
会
長
地
拶
か
あ
り
、
り
 
高
響
太
郎
、
杉
山
金
蔵
、
木
立
民
五
郎
 

した0
 

 
い
で
歴
代
椅
長
、
永
年
勲
者
、
吸
（

」
 
 
太
田
良
作
、
其
田
弧
穂

、増
田
千
代
皆
、
 

嘗
は
中
谷
西
北
地
妻
脊
事
務
所
長
功
難
署
磯
准
縛
魂
畷
帯
議
、
花
田
一
（
爵
初
岱
 

琴
 

は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
川
席
、
物
蘭
 
南
呈
、
そ
の
後
県
教
合
長
、
教
事
 

務
所
長
、
北
五
地
教
委
巡
絡
協
餓
貧
 
覇
小
学
校
創
立
八
十
周
年
肥
念
 

北
五
傘
校
畏
会
長
、
町
内
学
校
萎
 
式
典
表
影
香
氏
名
 

ア
、
世
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・
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、
‘
ー
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m
r
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‘
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ー
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一
血
 

m、
皿
、
ョ

m
r
、
，
、
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，
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、
‘
”
」
ー
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」
一
、
耐
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、
‘

r、
皿

r、
皿

r『mr
,
m

”
・
諭

m、
世
、
、
皿
・
、
●
『
●
、
‘
 

し
、
悪
い
点
か
故
め
、
皆
が
手
を
つ
一
『
一
 

な
い
で
、
朋
る
い
社
会
、
朋
る
い
人
 
シ
 

園
「
係
を
、
う
ち
た
て
る
と
い
う
、
 
一
」
一
 

一
人
で
は
で
き
な
い
偉
大
な
仕
事
の
一
一
一
 

一
部
を
、
婦
人
会
が
担
当
し
て
い
る
一
一
！
 

の
だ
と
常
日
頃
考
え
て
お
り
ま
す

1
 
一
」
一
 

こ
っ
は
い
う
も
の
の
、
私
た
ち
が
や
 
二
 

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
、
ど
の
一
 
】
」
一
 

つ
か
考
え
て
み
て
も
、
婦
人
会
だ
け
『
一
 

で
田
的
か
蓬
成
で
き
る
も
の
は
、
一
 
一
」
 

つ
も
な
い
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
暦
の
 
「
・
 

人Aが
、
お
互
い
に
心
を
開
い
》
嘉
一
」
 

や
ん
と
い
わ
れ
る
人
に
は
見
え
な
い
 

こ
本
人
は
常
日
頃
ォ
デ
コ
か
天
変
気
 

に
し
て
い
る
そ
う
だ
が
（
な
い
し
よ
 

で
す
）
な
か
な
か
ど
う
し
て
、
ど
」
っ
 

し
て
。
 

た
の
だ
が
、
今
日
は
婦
人
会
長
と
し
 

て
の
安
田
百
合
子
氏
を
お
た
ず
ね
し
 

た
ん
だ
つ
た
と
思
い
臓
し
、
通
さ
れ
 

る
ま
ま
に
奥
へ
あ
が
つ
た
。
 

さ
す
が
合
理
牛
活
か
提
唱
し
て
い
る
 

だ
け
に
、
古
い
住
居
を
、
近
代
的
に
 

反
省
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
 

会
畏
と
い
う
立
場
上
、
家
を
留
守
に
 

す
る
こ
と
が
多
く
、
好
き
な
映
回
も
 

天
婦
揃
つ
て
観
に
行
く
こ
と
が
、
ほ
 

と
ん
ど
な
い
し
、
主
人
に
も
、
家
の
 

人
達
に
も
、
不
潤
を
与
え
て
い
る
こ
 

と
が
多
い
だ
ろ
・

Z、
不
安
に
思
う
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
 

的
に
は
、
‘
私
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
 

ま
す
』
 

と
店
で
立
ち
働
い
て

Sる
光
男
氏
の
 

方
に
親
愛
の
マ
ナ
ザ
シ
を
向
け
る
。
 

（
な
か
な
か
バ
ン
ゴ

1の
合
つ
た
こ
 

天
婦
ら
し
い
）
 

麟
編
繊
鷲

繊
婦
人
会
摂
 

畏
、
在
校
縄
表
の
祝
辞
が
あ
り
、
校
 
【
歴
袋
摂
】
猪
『
議
太
郎
、
葛
西
吉
 

警
緊
姦
後
に
式
典
を
閉
じ
た

o
 

 
太
郎
、
架
尭
、
飯
賛
三
、
鳴
海
民
 

正
午
か
ら
は
同
校
生
徒
の
レ
ク
リ
干
 
協
、
伊
藤
慶
三
郎
、
羽
賀
国
雄
、
太
 

シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
祝
賀
会
を
開
き
、
 
田
良
作
、
沢
田
嘉
七
、
山
内
藤
七
、
笠
 

午
讐
蒔
半
散
会
し
た
。
 
一
 
吉
、
葛
西
災
智
郎
、
今
松
雄
、
伊
 

同
校
の
歴
岱
「
校
管
理
者
（
町
村
長
ど
 
藤
久
雄
、
米
塚
俊
正
 

参
考
ま
で
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
曹
 
【
永
年
勤
統
者
】
（
）
内
勤
続
年
数
 

▼
歴
代
学
校
管
理
番
（
⑥
は
物
故
者
 
鶏
脳
（
龍
太
郎
（

1
9
）
伊
霞
屋
三
郎
（

1
6
)
 

⑥
工
藤
保
次
郎
、
中
村
斧
太
郎
、
帯
 
飯
塚
藤
太
郎
（

1
0
）
鳴
海
忠
司
（

1
1
）
木
 

勝
太
郎
、
工
藤
保
次
郎
、
鳴
海
林
議
、
 
村
の
ぶ
（

1
5
）
外
崎
イ
ク
（

1
1
）
山
中
敏
 

締
）
網
叫

山
 」
猫
、
回
 
安
田
百
合
子
氏
 

『
洗
面
器
で
す
か
。
こ
ち
ら
が
百
二
 
と
こ
ろ
が
そ
の
商
売
ト
手
の
会
長
も
 

十
円
で
醤
ど
こ
ろ
。
こ
言
は
一
鵬
難
譲
春
 

一
一
 

一
一
 

十
円
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
持
ち
が
違
搬
繊
一
 家庭

で
は

良妻賢

母 
難難
麟
麟
繊
難

舞
 

い
ま
す
よ
』
 

『
そ
ん
で
す
が
、
へ
ば
、
そ
れ
に
へ
 

鷺
撫
麟
」
難

難
鎌

筆鱗
 舞一

 豊鵬
驚
響
 

吃
は
・

iト
ミ
i
ノ
ー
欝

轟
 手

 

りq
o

，
。
eり
り
n，
り
0，
。
0りo
n
o
o
,
,
0

。0
0

。0
0

・
 

轟
、
翻
瞬
 

kロ
い
、
明
る
い
人
間
関
係
を
も
ち
 
戸
 

住
み
ょ
い
、
賢
を
つ
く
り
た
い
も
一
事
 

篇
群
H

・
一

A
ー
し
旬
昨
謡
罵
磯
轟
麟
舞
「
智
籍
謄
 

建
線
抹
一
環
（
店
員
）
蕪
「
「
麟
 

鷲 
上
等
の
洗
面
器
一
整
 
鷺
難
 

こ
写
喚
一
「
了
浸
軒
熱
舞
 

灘
瞬
鷲
）
 

で
 か

舞
熱
難

鷺難
『
 

の
で
と
と
婦
人
会
に
対
す
る
慣
熟
一
一
一
 

こ
れ
は
安
田
金
物
店
の
或
る
」
」
‘
後
の
一
灘
麟
線
 

ーjー
‘
ー
‘

7．
ー
‘

1
.
．
‘
叱
，
ー
 
熱
鍛
紺
嚇

w
 舞

競
舞
競

難麟
難

麟舞
麟
政
醐
難
灘
一
灘
鑓
難
勲
一
 

『
で
も
地
域
婦
人
団
体
の
育
成
と
い
 

議
難
『
 

は
大
し
た
も
の
。
 

う
こ
と
は
奏
な
こ
と
で
す
よ
。
昔
 

一
難
響

難
麟
麟

競
響
舞
酒
啄
緯
薫
舞
麟
麟
舞
【
 

の
懸
国
婦
人
会
わ
由
防
婦
人
会
と
は
 

ま
た
異
つ
た
歩
み
方
が
当
然
で
あ
り
 

面
 

。
 ら

れ
、
そ
の
奴
鴬
ぶ
り
は
、
店
に
一
 

「
 
田
の
大
判
沢
銅
山
が
あ
る
、
慮
わ
 

一
」
議
籍
護
舞

蕪
繊
難
麟
響
の
麓
縄
 

寄
附
め
傘
仕
だ
け
で
は
今
の
婦
人
会
 

一
。
替
鮮
郵
か
凱
」
特
に
 

？
 
岩
標
朋
査
の
た
め
の
製
で
あ
る

o
 

帳
 

は
会
員
が
納
得
し
ま
せ
ん
。
さ
り
と
 

」
霧
舞
護
婆
」
『
一
 

つ
た
、
一
見
、
農
婦
ら
し
い
お
客
さ
 

」
」
轟
無
嘉
鍵
）
麟
麟

蒸響灘嚢麟
議

舞鷲
鷲
 

 
鷹
 
易
「
」
謹
贈
」
簿
踊
』
昭
潜
蒸
響
｛
『
一
一
 

て
レ
ク
リ
エ

1シ
ョ
ン
に
明
け
く
れ
 

。
 て

は
、
そ
れ
も
困
り
ま
す
し
、
皆
が
 

よ
っ
ど
小
学
校
か
ら
帰
つ
た
ば
か
り
」
一
一
 

凡
 

洗
面
器
を
売
り
つ
け
る
あ
た
り
、
ど
 

納
得
す
る
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
 

積
み
軍
ね
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
一
人
 

の
畏
男
年
伸
君
の
頭
に
手
を
お
き
、
 
一
『
一

の
畏
男
年
伸
君
の
頭
に
手
を
お
き
、
 
一
一
一
 

う
し
て
、
ど
」
っ
し
て
、
な
か
な
か
 

一
一
 
戸
亘
押

z
J
t

一
ー
 

 
t

丈
え

t
 

・
 
‘
」
 
ー
 
・
 
ノ
 
積
み
頭
ね
る
こ
と
に
よ
「
一
て
、
一
人
 
顔
に
つ
け
た
書
宇
の
盤
薫
く

o
 

 
！
一
『
 

一
の
手
海
・
ー
・
ー
；
庵
光
男
氏
の
前
で
は
、
店
の
奮
暮
す
工
黍
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
 
尋
会
長
と
し
で
の
悩
み
と
、
抱
一
人
の
教
養
と
繕
を
向
上
さ
せ
、
劃
勃
は
、
郵
馴
さ
し
い
マ
ー
）
 

一
一
 
は
は
あ
、
あ
の
手
で
強
木
町
婦
人
会
 
に
関
す
る
限
り
全
鈴
が
嘉
ら
な
 
る
。
金
木
の
婦
人
会
は
、
会
長
を
は
 
負
と
い
つ
た
右
の
を
 
』
 
明
る
い
地
整
会
で
、
各
々
が
幸
せ
 
嚢
包
割
り
彩
富
加
な
 
「
一
 

一
 
員
六
夏
を
、
う
ま
く
マ
ル
メ
こ
ん
 
い
と
の
こ
と
。
委
は
金
木
町
商
工
 
じ
め
、
年
代
が
若
く
、
美
人
揃
い
だ
 
『
私
は
、
体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
な
い
 
に
季
こ
と
永
七
き
る
よ
ソ
に
、
つ
 
く
里
心
が
つ
き
、
引
引
に
議
一
」
一
 

一
人
の
教
養
と
集
伯
を
向
上
さ
せ
、
 

明
る
い
地
域
社
会
で
、
各
々
が
幸
せ
 

9・
・
八
幡
様
に
イ
タ
イ
ケ
な
子
供
さ
 

ん
逮
が
お
参
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
 

れ
．
十
一
月
十
五
日
の
七
五
三
に
参
 

拝
の
保
腎
所
の
子
供
さ
ん
で
す
。
 

に
暮
す
こ
と
永
ヤ
ぎ
る
よ
う
に
、
つ
 

で
い
る
の
か
な
？
と
、
こ
れ
は
ひ
が
 
会
の
繋
で
、
そ
の
奨
集
皇
 
と
繊
い
て
い
た
が
、
な
る
ほ
ど
、
 
の
で
、
頑
張
り
の
き
か
な
い
時
誉
 
ま
り
社
会
鷲
の
裏
と
い
つ
て
は
 
す
る
こ
と
に
是

o
 
(
I

・Y
）
 
「
一
 

み
か
も
智
な
い
が
、
会
長
さ
ん
の
 
れ
て
い
る
こ
妄
ど
憲
い
お
こ
し
 
こ
・
つ
し
て
向
畳
呑
つ

P
s
る
喜
う
 
り
、
役
員
の
方
々
に
必
授
上
の
負
 
あ
ま
り
大
げ
江

J
v

一
素
、
私
た
ち
が
 
罵
平
店
で
も
手
腕
を
振
う
安
田
一
」
 

で
ハ
る
つ
い
な
？
と
、
ニ

hま
（
”
 
勲
つ
陣
吊
弓
て
二
】
つ
呼
に
【
畜
ノ
‘
に
 
ど
よ
嶋
、
（
」
、
」
ー
バ
、
よ

5王
《
一
、
 
ソ
【
一
一
、
百
ョ
丈
ー
ソ

t・
・
‘
、

F
f
う
 
…
・

Lさ
・
I
?
r

・i：
、
ソ
ー
」
、
 
！
…
 
《
：
コ
 
、
 
ノ
 
害
一
 

一
一
」
商
売
ぶ
り
は
、
堂

U
K
つ
た
も
の
。
 
一
つ
天
珊
簡
答
の
風
銀
を
、
喜
え
 
し
て
も
、
あ
と
数
力
月
で
お
騒
ち
 
担
を
ひ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
 
生
む
こ
の
傘
み
町
の
良
貫
シ

J ば
 
会
邑
 
一
「
一
 

』
」
‘
」
、
川

r、m
P
l

，
、
，
、

I、
，
、
【
、
‘
、
‘
、
ー
、

W」
」
‘

w、m‘
、
‘

w、d
"
L

一
、
冊
‘
、
‘

r、
‘

r、
一
l
h

叩r「
、
柑
‘
話
胆
、
皿
じ
、
世
与
心
一
一
 

商
芯
ぶ
り
よ
、
堂
こ
人
つ
』
一
ち
つ
。
 
》
つ
た
●

m己
一
D肩
血
2、
レ
号
ー
モ
 

Jご
ら
、
ら
レ
ー
攻
ク
可
弓
に
つ
●
ふ
」
り
ー
つ
 
旦
」
戸
ら
ナ
ニ
、

5つ
で
一
土
工
、
・
ニ
 
お
「
・

5・
」
ト
り
う
・
、
可
》
（
ご
 
・
‘

I
・
 
「
一
 

な
に
を
お
顧
い
し
た
で
し
よ
う
か
。
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１
－ 蕊

一一一

謹購鱗議
驚餓蕊鱸灘蕊

銭灘議
u噌蕊譽坐迄噌"_｡。”〃菫

蕊
迄
一

難
鮒
一
一

帝一

一
‐
一
一
一

一

一
代
校
長
ら
を
表
彰

LJ可
－ －

一
導
連
盟

’
校
外
を
巡
視
し
、
生

目
標
に
、
生
活
揖
導

一
と
を
決
定
し
た
。

ば
、
一
般
町
民
に
も

巡
視

午
後
六
～
九
涛

一
利
用
と
子
供
の
問
題

午
前
九
～
十
二
鱈

一
発
垂
に
つ
い
て

午
後
六
～
九
時

穆
健
康
種

一
）
午
後
一
～
四
時

価
の
高
い
料
理

」
は
、
去
る
二
十
二
係
誇
追
悼
の
獣
露
鐙
捧
げ
、
国
歌
齊
唱

ソ
同
校
諦
堂
に
お
い
後
、
商
橘
數
青
長
式
辞
、
花
田
町
長
告

蕊
睡
跳
蕊
霊
羅

辞
、
鳴
海
協
舞
会
畏
挨
拶
が
あ
り
、
つ

函
が
出
席
、
物
故
関
一
種
贈
呈
そ
の
後
眼
敏
齊
曇
敏
青
事

雲
言
昌
罠
二
竜
二
苫
二
言
・
』
』
三
一
二
．
弓
呂
畠
二
二
男
君
二
毛
』
言
・
二
言
冒
弓
一
二
二
三
呂
呂
二
言
二
言
■
一
室
目
坤
冒
三
二
》
君
三
目
三
呂
冒
自
室
言

嘉
瀬
小
八
十
周
年
の
式
典
で

一一 －一一 一 一
一一一 一

勝
太
郎
、

可
ｎ
Ｕ
Ｏ

－

動
一一一

｛
一

一
○
：

一
ろ
一
《

一
川
《

一
れ
エ

ー
こ
み

一
岩
零

一

》
一一一一一一一一一

一一一一 委
員
長
に
山
本
釜
木
）
校
長

婦
人
学
級
の
蓮
雲
委
良
会
で

去
量
千
七
日
、
金
木
町
蝿
人
学
級
の

卵
漉
式
が
行
わ
れ
、
今
後
の
活
騒
が
姻

待
さ
れ
て
い
る
が
、
同
学
級
の
合
理
的

な
魂
営
を
図
る
た
め
、
運
蛍
委
蝕
会
を

組
轍
し
た
。

運
営
委
風
会
は
、
同
学
級
の
企
画
委
風

と
、
職
業
別
に
三
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
た

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
任
さ
れ
た
代
表
者

二
名
を
も
っ
て
粗
織
さ
れ
、
組
織
会
で

は
運
逢
委
嵐
長
に
金
木
小
学
極
長
山
本

猛
雄
氏
、
副
委
風
長
に
は
金
木
町
婦
人

会
塵
安
田
百
合
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
た
。

こ
の
冑
少
年
鐘
導
運
動
に
対
し
て
、
積

唾
的
た
眼
力
を
望
ん
で
い
る
。

~,’

0
0

0
0
0

0

0

0

0

0
0
0
0

0

0
0
0

0
0
0
，
0

0
0
0

0

0
0
0

：
0
0
0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0

』

０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
り
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０

○
：
当
町
に
こ
ん
な
錘
山
が
あ
っ
た

ろ
う
か
？
。
ソ
ウ
、
ソ
ウ
。
恵
屋
市

川
の
大
判
沢
銅
山
が
あ
る
、
と
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
サ
に
あ
ら
ず
。

こ
れ
は
小
田
川
ダ
ム
の
地
質
Ｉ
特
に

宕
鯉
湿
盃
の
た
め
の
祇
穴
で
あ
る
。

工
藤
保
次
郎
、
鳴
海
林
蔵
、

一一一一一一一一一一 －益

｜
同
校
の
水
呑
甥
は
、
今
ま
で
西
側
一
カ
ー
げ
実
行
委
慨
を
設
け
、
さ
ら
に
予
算
十

一
蕊
蕊
懲
悪
鰯
罵
魂
繩
畿
蕊
塁

一
ろ
、
予
琿
額
に
達
し
た
の
で
直
ち
に
種

一
兄
の
声
が
強
か
っ
た
の
で
、
去
る
九
月

一
十
八
日
、
Ｐ
⑪
Ａ
総
会
で
こ
れ
を
翫
上
工
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
一
同
を
密
ぱ
せ

ーｰ一
＝

其
田
彌
一
郎
、
工
藤
保
次
郎
、
山
中
礼
一

伊
藤
飽
寅
川
村
昇
一
、
鳴
海
由
太
郎
、

商
橘
竹
太
郎
、
杉
山
金
蔵
、
木
立
鴎
五
郎

太
田
良
作
、
其
田
彌
穂
、
地
田
千
代
吉
、

山
中
勝
雄
、
花
田
一
（
新
町
初
③

嘉
瀬
小
学
校
創
立
八
十
周
年
配
念

式
典
表
彰
者
氏
名

【
歴
代
校
圧
】
猪
股
魂
太
郎
、
襲
西
吉

太
郎
、
坂
本
党
、
飯
塚
良
三
、
鳴
海
民

之
副
伊
藤
塵
二
郎
、
羽
潤
国
雄
、
太

田
興
作
、
沢
田
嘉
七
、
山
内
藤
七
、
笠

井
鹸
吉
、
漣
西
芙
智
郎
、
今
松
雄
、
伊

藤
久
雄
、
米
塚
俊
正

【
永
年
勤
続
着
】
（
）
内
勤
線
年
数

籍
股
鯏
太
郎
（
岨
）
伊
藤
塵
三
郎
（
蝿
）

飯
塚
藤
太
郎
（
蛆
）
呪
海
忠
司
（
、
）
木

村
の
ぷ
（
妬
）
外
鰄
イ
ク
（
皿
）
山
中
錘

I
○
…
八
幡
塚
に
イ
タ
イ
ケ
な
子
供
さ

ん
選
が
お
参
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
十
一
月
十
五
円
の
七
五
三
に
参

拝
の
味
青
所
の
子
供
さ
ん
で
す
。

な
に
を
お
願
い
し
た
で
し
ょ
う
か
。

⑨⑥

水
不
足
の
悩
み
解
消

水
呑
鋤
が
一
カ
所
の
た
め
、
夏
に
は
午
前
十
時
頃
で
水
が
な
く
な
り
困
っ
て
い
た
金
木
小
学
校
で
は
、

町
磯
と
寄
附
金
で
、
掘
歓
井
戸
か
ら
水
葬
訊
い
た
給
水
鋤
を
つ
く
っ
た
。

己
言
言
ム
マ
●
令
『
二
言
言
重
Ｘ
■
Ｔ
罠
呈
二
言
二
Ｌ
｜
甲

口
凸
一
一
二
一
】
歯
■
■
四
口
口
一
一
一
一
一
口
”
一
■
二
一
『
■
■
画
■
■
却
一
『
】
■
己
凸
一
色
“
『
一
一

酢・

‘町行政の円滑な運営と、町民の福祉向上を図るため
p■■9｡■○一■■甲■●甲■■■●■●■年中◆｡。●apP■守口■｡①P口守｡■●■●●b旬旬■0－ggg■①ゥ■｡■b■●●9台｡e■ウ｡●｡P■■七aGe●■●P．■■■■々q■｡●■●■｡｡｡■凸■■．■．①①■P｡e■申P■■a■らず●－■○凸呂ﾛ

‘､行政協力委員会が組織されているが、この委員会の

蝿織と荏蓋にろﾐﾓ婁蒋じそゑま苫8………………

蔓轤号鍵霊霊鰐蕊蕊総I

給
水
場
完
成
で
喜
ぶ
金
木
小

▽
股
症
し
た
畠
一
十
一
名
、
喜
良
市
地
区
十
三
名
一
地
区
名
区
域
難
委
鑛
龍
畏
諏
蕊
鈩
斎
藤
義
勝

町
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
、
町
民
の
福
一
▽
任
期
は
自
治
振
興
全
長
の
任
期
一

大
字
金
木
、

祉
の
向
上
荏
図
る
た
め
に
設
腫
さ
れ
、
》
会
長
、
副
会
長
及
び
委
風
は
所
属
す
る
》
金
木
地
区
釧
嘩
、
蒔
田
六
名
一
今
健
佐
久

旧
駐
在
嵐
や
嘱
託
嵐
に
似
た
性
格
を
も
》
自
治
振
興
会
長
の
任
期
を
以
っ
て
そ
の
一
》
（
委
風
長
、
副
委
員
長
は
会
舅
副

荏
期
と
す
る
．
糞
瀬
地
区
転
薙
瀬
、
四
鴬
会
長
が
余
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

‐
っ
て
い
る
。

▽
各
町
内
の
自
治
振
興
会
長
が
委
頁
》
▽
振
興
会
と
町
当
局
と
は
塁
藍
な
連
繋
一
喜
良
市
地
区
大
字
雲
良
市
三
名
》
る
）

委
睡
会
は
客
町
内
別
自
治
振
興
会
長
を
一
委
蝿
は
委
風
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
一
計
一
三
名
一
▽
招
栗
は
町
畏
、
謹
長
は
会
長

金
木
町
行
政
協
力
委
図
と
し
て
、
町
畏
《
会
長
の
意
を
体
し
、
所
属
自
治
振
興
会
一
常
任
委
嵐
は
本
委
僅
会
運
営
の
推
進
力
一
委
量
会
お
よ
び
常
任
委
員
会
は
必
要
に

○ソ
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
委
腿
で
組
寵
さ
れ
て
￥
と
町
当
局
と
絶
え
ず
連
繋
を
と
り
、
町
一
と
な
り
地
域
内
各
行
政
協
力
委
凰
と
連
》
応
じ
て
町
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
委
凰

《
い
る
。

会
の
会
議
の
議
長

積
極
的
に
行
政
協
力
窪
謹

が
▽
会
長
、
副
会
長

Ｌ
は
常
任
委
の
互
墾

し
会
昊
副
会
長
（
）
が
あ
た
る
。

町
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
▽
懐
み
よ
い
町
に

祠
三
名
）
は
常
任
委

玄
員
の
互
選
に
よ
り

す
る
原
動
力

選
任
す
る
。
一
行
政
の
円
滑
な
運
営
の
推
進
を
図
る
と
一
桑
を
密
に
し
、
町
行
琿
運
営
の
鯛
整
を
》
委
娯
の
仕
事
は
、
旧
駐
在
畳
（
喜
星
、

ハ
ィ
◇
会
長
鳴
海
健
吉
（
金
木
）
◇
副
会
一
と
も
に
、
町
一
因
の
福
祉
向
上
の
埠
動
カ
ー
図
る
。
唖
は
嘱
配
嵐
）
の
や
っ
た
』
会
っ
な
も
の
で

」
畏
大
祇
勇
五
郎
（
金
木
）
◇
同
斎
藤
》
と
な
る
。

》
常
任
委
域
は
次
の
と
お
り
一
は
あ
る
が
、
町
内
の
共
同
施
設
や
道
路

郵
義
勝
（
嘉
瀬
）
◇
同
今
健
佐
久
（
喜
一
▽
常
任
委
貝
は
会
の
推
進
力

》
金
木
地
区
Ⅱ
藤
井
伝
璃
秋
谷
清
野
、
一
な
ど
の
状
況
を
、
絶
え
ず
飼
査
し
、
ま

》
良
市
）

↑
雷
鱈
鯉
驚
享
一
…
霊
蕊
霊
懲
黙
蠅
羅
蕊
嬬
潅

》
い
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
、
町
当
局
に
は

獄
こ
れ
は
ま
だ
自
治
振
興
会
を
つ
く
っ
て
吋

起
い
な
い
町
内
分
鮭
含
ゞ
載
馳
な
し
９
－
の
謹
賦
の
互
酒
に
よ
り
金
木
町
行
政
協
一
小
川
勝
“
町
に
す
る
た
め
の
、
源
、
力
と
な
る
も

洲
一
畿
蝿
飛
城
澱
鋼
１
雲
一
一
霞
・
！
臺
壜
：

１
地
瞭
斑
珂
痢
騨
武
派
．
．
↑
“
‐
乃
芯
ｋ
幅
ゞ
１
Ｊ
瓜
・
小
醗
・
属
《
｜
』
入
に
呼
咄
旬

金
木
地
区
最
‐
一
墓
、
嘉
瀬
剛
峻
一
御
邑
浄
錘
任
す
る
廷
、
却
叫

一
三
一
コ
『
０
』
●
画
Ｐ
■
里
口
中
Ｐ
Ｆ
君
。
』
●
『
・
』
品
『
室
一
三
、
●
一
‐
品
二
三
草
宮
君
、
皇
一
▼
．
二
二
』
一
言
呂
守
』
●
一
可
○
二
三
回
『
言
』
旬
▲
■
口
“
邑
邑
』
言
『
』
：
巴
■
〉
・
呂
二
』
官
』
』
・
一
■
▼
呂
呈
一
言
一
寺
②
《
甲
一
言
二
【
一
言
君
ｕ
二
▼
。
●
二
一
二
言
弓
入
り
・
等
二
三

｜’ 一

○
…
今
年
の
秋
ま
つ
り
で
人
気
の
あ

っ
た
ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
の
町
内
行
進

擴
揮
を
と
っ
て
い
る
の
は
作
曲
家
上

豚
げ
ん
と
氏
の
爽
弟
躍
治
さ
ん
。
中

郷
中
学
校
の
先
生
で
す
。
・

バ
ン
ド
は
黒
石
、
中
郷
の
両
中
学
校

の
生
徒
さ
ん
。

卓
一
色
今
『
一
一
ヰ
ロ
・
一
口
一
一
一
一
再
』
一
一
回
一
一
』
■
》
■
手
写
二
一
一
一
・
叩
。
●
』
屯
一
一
“
己
■
■
毎
●

一
（
Ｕ
鳴
海
キ
ョ
ミ
（
過
）
鳴
海
民
之

助
（
過
）
今
松
雄
（
喝
）
山
中
礼
一
（

⑫
）
伊
藤
イ
ン
（
Ⅳ
）
山
中
イ
マ
（
廻
）

商
橘
芳
子
（
ｍ
）
古
川
忠
則
（
、
）
原
田

和
歌
子
（
辺
沢
田
長
四
便
丁
喝
）
沢

田
三
造
（
釦
）

霞
青
功
労
雪
工
藤
保
次
郎
鏡
校

舎
設
立
者
）

町
報
『
金
木
だ
よ
り
』

孟
國
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

昨
年
の
第
二
回
全
国
市
町
村
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
町
村
の
部
で
、
露
二
位
入
蛍

の
町
魂
『
金
木
だ
よ
り
』
は
、
本
年
度

も
県
代
表
と
し
て
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
『
金
木
だ
よ
り
』

』
の
成
繊
は
次
の
と
お
り
。

◇
昭
和
三
十
年
度
第
一
回
県
コ
ン
ク
ー

ル
町
村
の
部
Ｉ
第
二
位

◇
昭
和
三
十
一
年
産
第
二
回
県
コ
ン
ク

ー
ル
町
村
の
部
１
優
秀

◇
第
二
回
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
町
村
の
部

’
第
二
位

◇
昭
和
三
十
二
年
虚
第
三
回
賑
コ
ン
ク

ー
ル
ー
磯
秀

今
ゞ
凸
口
上

争

○
・
・
．
こ
れ
も
人
気
を
サ
ラ
ッ
タ
一
つ

弘
加
商
等
洋
裁
学
院
金
木
分
校
の
先

生
と
生
徒
さ
ん
達
の
手
で
催
さ
れ
た

フ
ア
ヅ
シ
ヨ
ン
・
シ
ョ
ー
。

モ
デ
ル
は
全
部
同
校
の
生
徒
さ
ん
た

ち
で
す
。

察
良
市
小
・
中
核
ｒ
・
記
。
Ａ
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
校
長
住
宅
を
十
二
月
中
に
完
成

さ
せ
て
寄
附
す
る
こ
と
に
な
り
、
関
係

者
一
同
そ
の
美
挙
に
感
激
し
て
い
る
。

こ
の
校
長
佳
宅
は
、
い
ず
れ
も
建
坪
十

五
坪
。
中
学
校
は
同
校
地
の
束
南
側
、

小
学
校
は
同
校
南
側
の
現
町
譲
泉
谷
勝

雄
氏
所
有
の
約
五
十
坪
を
一
時
借
入
れ

て
敷
地
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

両
校
Ｐ
．
Ｔ
，
Ａ
会
長
の
話

い
ま
ま
で
住
宅
が
な
か
っ
た
た
め
、
不

自
由
を
お
か
け
し
て
参
り
ま
し
た
が
こ

の
ほ
ど
ｒ
・
切
・
Ａ
会
瞬
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
部
落
民
が
こ
ぞ
っ
て
応
窪
し

て
い
た
金
木
小
学
校
で
は
、
・
・
・
。

・
・
・
◎

た
。

山
本
校
長
の
話
Ｉ
工
率
が
完
成
し
、
主

と
し
て
鋤
い
て
く
れ
た
父
兄
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
は
、
感
謝
の
気
持
で
一
杯
だ

文
部
省
案
で
は
五
十
人
に
一
個
の
水
口

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当

校
で
は
そ
れ
を
上
回
る
約
四
十
人
に
一

個
の
水
口
が
隈
来
た
わ
け
で
、
本
当
に

幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
欲
を
い
う
と

便
所
の
手
洗
い
、
足
洗
い
場
な
ど
も
欲

‐
校
長
住
宅
二
棟
贈
る
ｌ図

一

一
Ｉ
喜
良
市
小
・
中
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

1

5「

ヨ

－ －一一一ニーーーー‐‐ーニーーーーー‐‐

校
内
放
挙
器

な
ど
寄
帯
‐

嘉
瀬
小
学
校
唯
本
年
忌
皿
予
測
牢

出
鎌

家
の
マ
ス
コ

葵

愛
い
子
供
達
を
恐
し

ン
ザ
』
か
ら
守
る
に

み
の
中
に
連
れ
だ
さ
な
・
ず
当
咋
。

×
×
ｘ

乗
り
物
や
映
画
館
な
〃
ヘ
ハ
拳
〕
蝿
所

洪
外
ま
、
む
し
ろ
弓
蛋
‐
阜
飽
い

以
外
は
、
む
し
ろ
弓
『
一
一
二
南
隆

な
い
で
、
呼
吸
器
を
衣
》
ｒ
↑
こ
と

も
考
え
ま
し
ょ
う
。

１
１
‐
Ｉ
上
一
一
一
一
一
丁
、
’

て
下
さ
っ
た
お
蔭
で
、
耐
校
曜
住
宅
を

贈
る
こ
と
が
で
き
ま
」
だ
．
こ
こ
ま
で

努
力
し
て
い
た
だ
い
奎
会
皿
及
び
部
落

の
方
た
ち
に
は
、
た
差
態
寧
る

の
み
で
す
。

ｌ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
１
■
▼
〉
Ｉ
《
廿
０
γ
り
ず
《
“
■
・
１
Ⅱ
１
１
１
６
０

カ
ゼ
の
予
防
瞳
…
；
・
》

●
■
巳
●
●
■
９
■
●
ｂ
心
■
旬
●
■
■
■
■
巳
ｂ
●
①
■
■
凸
●
良
二
■
●
。
■
ｑ
■
”

岬
．
『
マ
ス
ク
』
雀
う
が
い
』

【
写
腫
Ｉ
給
水
塩
完
成
を
ご
ぶ
閣
係
者
】

■
■
日
■
Ｈ
■
■
・
■
。
Ⅱ
■
是
■
■
■
ｕ
４
ａ
日
・
日
・
日
・
■
一
■

し
い
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
い
ろ
い

ろ
関
係
者
に
相
談
の
一
弐
・
断
生
面
の
完

儲
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
Q

す
べ
て
呼

杢
い
。

必
ず
『
う

剤
ぱ
い
き

尋
ソ
に
心

一’

一
雀
宕
は
山
羊
乳
で
郡
代
塞

五
所
川
陣
保
健
所
管
内
の
、
ベ
ビ
ー
・

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
児
に
選
ば
れ
た
表

彰
伝
垂
式
は
、
去
る
二
十
一
日
、
午
加

十
鱈
よ
り
役
錫
応
接
室
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
、
衷
彰
を
壷
け
た
も
の
は
、
郡

代
表
で
県
大
会
に
参
加
し
た
建
西
叉
昭

氏
兵
坐
一
省
君
画
逝
埋
ほ
か
十
名

で
、
い
ず
れ
も
健
康
で
ハ
チ
キ
レ
そ
う

な
赤
ち
ゃ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。

郡
代
衷
の
一
省
君
の
お
母
さ
ん
リ
サ
さ

ん
は
、こ

の
子
は
生
れ
た
時
か
ら
元
気
で
、

そ
の
後
の
発
育
も
順
調
で
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
代
表
に
選
ば
れ

た
わ
け
で
す
が
、
特
別
の
心
遁
い
を

し
て
育
て
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

た
だ
妊
娘
中
、
家
で
飼
っ
て
い
る
山

羊
の
乳
を
ず
っ
と
銃
け
て
飲
み
ま
し

校
内
放
送
器
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な

た
く
さ
ん
の
贈
物
を
し
て
、
町
当
局
お

よ
び
教
育
関
係
者
を
感
激
さ
せ
て
い
る

同
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
次
の
と
お

ｍ
シ
◎

◇
校
内
放
送
翠
一
式
◇
テ
ー
プ
コ
ー

ダ
ー
一
台
◇
ポ
ー
タ
プ
ル
ニ
台
◇
水

呑
賜
一
式

こ
の
ほ
か
青
年
団
、
婦
人
会
、
個
人
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
次
の
も
の
を
寄
贈
し
た
。

◇
国
威
調
揚
柱
一
式
◇
大
国
旗
一
流

寄
贈
者
ｉ
小
栗
崎
青
年
分
団
（
分
団

長
松
川
正
鑿
◇
児
童
用
ブ
ラ
ン
コ

五
台
、
寄
贈
者
Ｉ
嘉
瀬
婦
人
会
（
会

長
飯
塚
ハ
ツ
）
◇
往
時
酢
一
個
、
寄

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入

金
中
昨
年
か
ら
の
努
力
実
る

十
一
月
二
十
三
日
、
金
木
中
学
校
で
は

同
校
Ｐ
囮
Ａ
や
町
民
各
位
の
厚
愈
に
よ

っ
て
、
辮
入
で
き
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

の
披
麗
演
奏
会
を
同
校
溝
堂
で
開
い
た

当
日
午
削
中
は
、
弘
加
中
央
商
校
敦
賊

工
藤
勝
晒
氏
と
同
氏
門
下
生
二
名
に
よ

る
ピ
ア
ノ
独
奏
が
あ
り
、
午
後
は
全
中

生
徒
の
学
壼
会
が
あ
り
、
三
時
に
鰺
了

し
た
。

同
校
の
ピ
ア
ノ
醗
入
の
計
画
は
昨
年
春

以
来
の
も
の
で
、
野
田
Ａ
お
よ
が
挙
校

側
の
努
力
が
む
く
い
ら
れ
た
も
の
。

一
一
瀬
、
雛
剛
、
麺
一

贈
者
Ｉ
斎
藤
蕊
継

一 ｜’

一
、
募
栗
人
頁

中
心
校
男
女
併
せ
て
各
↑
函
亜
塞

相
内
・
小
泊
分
校
ク

ニ
、
願
竃
受
付
詐
鍜
龍
辞
詣
記
署
離
日

三
、
学
力
椎
査
辞
心
唾
一
一
頭
一
一
一
拝
恥
、
二
十
八
日

四
隻
首
中
心
絞
騨
蕊
議
鯵
筆
籟

分
校
国
語
、
数
学
、
理
科
研
社
罎
四
月
五
日

五
、
入
学
者
発
衷
中
心
核
三
月
八
日

由
》
一一

、
、
一
一
一

〆
切

上ﾋ地区
金
木
高
等
学
校
入
学
生
募
集

I

、

Ｉ

【

6 ﾄｰ

、

I

一
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